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「誇りと品格をもって10周年へ」         地域奉仕委員長 滝川道子 

 ふと見上げると五月の空――「智恵子は東京に空が無いと

いふ、 ほんとの空が見たいといふ。 私は驚いて空を見る。 

桜若葉の間に在るのは、 切っても切れない むかしなじみ

のきれいな空だ」――高村光太郎の『智恵子抄』の一節を思

い出しました。それでも生まれた時から東京に住んでいる私

には、見慣れた青い空です。 

 私は「江戸しぐさ」に出会い、語り部のひとりに入れて頂

き、いつの間にか地方にまで足を運んで「江戸しぐさ」を語

るようになりました。 

 「江戸しぐさ」では、特に上に立つ人に「仏の前で人は平等である。まず思い遣り

の心を大事にせよ。そして癖になるまで美しい立ち居振る舞いを身につけよ」と教え

ています。惻隠の情です。「江戸しぐさ」の本質のひとつに「結界おぼえ」があります。

「結界わきまえ」ともいいます。「結界」というのは仏教用語で、寺や神社に行くと山

門や鳥居があります。落語家が客席に向かってひざの前に扇子を置きます。これで演

者と観客という関係に境界線が成立する。これも「結

界」です。江戸っ子の矜持だった「他人様の領分を侵

さない」というイキな心意気でした。少し前までは誰

もが持っていた節度だったように思うのです。 

 多摩プロバスクラブは明年 10 周年を迎えます。一人

ひとりのプロビアンが誇りと品格をもって、今日まで

活躍をしてまいりました。初心を忘れず更に飛躍をし、

そして少しでも社会のお役にたって参りたいと思う昨

今です。 

 

キャリアと特技を活かし、次の世代に引き継ごう

美 し い 多 摩 を 次 の 世 代 へ 

東京多摩プロバスニュース 
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 第 ４８ 号 

５  号 

    理  念 

1. 豊かな人生経験を生 

かし地域社会に奉仕 

する 

 

2. 活力ある高齢社会を 

創造する 

 

3. 会員同士の交流と意 

欲の向上をはかる 

 

4. 非政治的、非宗教的、 

非営利的であることと 

する 

 

◇◇◇  ごあいさつ  ◇◇◇  

◇  ごあいさつ  ◇◇◇ 

 

目 次 

１  多摩に夢を！  

第 105 回 定例会 

日  時 ：平成25年3月6日（水）午前12時より 

場  所 ：レストラン木曽路＜昼食会＆定例会＞ 

出席者 ：29名(会員数35名) 

 

第 106 回 定例会 

日  時 ：平成25年4月3日（水）午後1時30分より 

場  所 ：関戸公民館第2学習室 

出席者 ：32名（会員数35名） 
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1. 幹事報告            関根正敏幹事 

1.1.次期理事候補者の決定 

3月13日に開催された推薦者委員会および有識者会議に

おいて、下記の各会員が次期理事候補者として推薦された。

7月定期総会において正式承認・決定する。 

＜次期理事候補者＞ 

会長；増山敏夫、副会長；山田正司、幹事；北村克彦、

会計；藤嵜喬子、総務委員長；神谷真一、研修・親睦委

員長；上田清、地域奉仕委員長；大澤亘、広報委員長；

平田哲郎、監査；中村昭夫 

1.2.全日本プロバス協議会関東ブロック 

会長･幹事会議 

3月28日に横浜において掲題会議が開催され、中村昭夫

会長・関根正敏幹事が出席した。当日の参加者は関東ブロ

ックから8クラブ17名、全日本会長・幹事長および幹事(事

務局)を含め合計32名。議題は①全日本プロバス会則の見

直し②関東ブロック理事の選出などであったが、審議未了

で事務局にてさらに煮詰めることとなった。会議終了後参

加者全員による懇親会が開かれた。なおこの会議で、当ク

ラブの平田哲郎会員と滝川益男会員が、全日本プロバス協

議会の幹事(総務担当)として正式に紹介された。 

1.3.東京八王子プロバスクラブでの交換卓話 

2 月 14 日開催の第208 回例会で、67 名の出席者に当ク

ラブの増山敏夫副会長から「ブータン王国に旅して」のテ

ーマで卓話がなされた。 

2.委員会報告 

2.1.総務委員会          北村克彦委員長 

1)3月度定例会(3月6日) 

今年度2回目の昼食会を「木曽路」で開催。昼食後、お

洒落教室として、パーソナルカラーリストの吉田理子氏に

よる「男のお洒落その 2」を実施した。東京多摩ロータリ

クラブから、中学生俳句大会協力に対する謝辞のため、林

会長ほか1名の参加があった。     関連記事P3参照。 

2)4月度定例会(4月3日) 

サステナブル・アカデミー・ジャパン代表の下重喜代氏

の講話「緑と環境を守るために」を拝聴した。 

関連記事P3参照。 

2.2.研修・親睦委員会         上田清委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)森永乳業多摩工場の見学会 

4月5日(金)多摩都市モノレール桜街道にある「森永乳 

業」を見学し、その後戦災建造物の変電所の見学、昭和記

念公園の散策を行なった。      関連記事P4参照。 

2)多摩丘陵の花見ウォーキング 

4月17日(水)予定のウォーキングは中止した。 

3)横浜への日帰り研修旅行 

5 月 15 日(水)みなとみらい地区から山下公園にかけて

「北朝鮮工作船の展示館」「横浜赤レンガ倉庫」「横浜港大

桟橋国際客船ターミナル」「氷川丸」「横浜マリンタワー」

などの新旧施設を見学する。また、1時間45分かけて豪華

客船ロイヤルウィングのベイクルーズを行なって中華バイ

キングの昼食を予定。 

2.3.地域奉仕委員会        滝川道子委員長 

1)多摩市主催のESD特別シンボジュームへ参加 

3月9日(土)｢中学生の職場体験とユネスコスクールの活

動報告会｣に滝川道子・大澤亘・村上伸茲各会員が参加した。 

2)「寺子屋そろばん塾」の開催 

古澤靖雄会員が3月1日・4日の2回東愛宕小学校で、3

月11日・13日・14日・15日の4回多摩第二小学校で「そ

ろばん塾」を開催した。        関連記事P4参照。

3)「日本の伝統文化サロン」の開催 

4月27日(土)に第7回目の「日本の伝統文化サロン」を

連光寺の志学サロンで開催した。今回は森川静子会員の茶

道「お薄のいただき方」を学びあった 

2.4.広報委員会           稲田興委員長 

1)プロバスニュースの発行配布 

第48号は5月1日発行配布のために3月27日に作成ス

ケジュールと編集内容決め、4月 3 日定例会で原稿執筆を

お願いし、以降3回の編集会議の校正を経て印刷発行した。 

2)関東中央地区交流会(2月20日開催)の報告書発行 

A4サイズの8ページ建ての報告書と交流会撮影のDVDを

参加プロバスクラブに送付した。 

3.創立10周年記念事業プロジェクト 大澤亘リーダー 

3月22日の第5回会議と4月10日の第6回会議を経て、

ほぼ必要な検討を終了した。4月23日の最終回会議で報告

書の内容を確定して、4 月の理事会に報告書を提出した。

これをもとに理事会で討議がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇  幹事・委員会・プロジェクト報告  ◇◇◇ 

◇◇◇  ハッピーバースディ  ◇◇◇ 

誕生日を迎えられました。 

写真左；左から3月誕生の岡野一馬 

・永島仁・小西加葉子・平田哲郎 

写真右；左から4月誕生の神谷真一 

・3月誕生の菊池宣子・4月誕生の 

大澤亘の各会員 



◇◇◇  男のお洒落教室  ◇◇◇ 
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◇倉賀野武士会員：現役時には建築設計にも携わってい

たので色彩計画にも多少関係していたが、自身のことに

なると紺屋の白袴で、毎日のネクタイ選び以外は殆ど無

頓着であった。今回のキャラクターチェックを受け、結

果は春・夏・冬が同点であった。好奇心が強い、プレッ

シャーに弱いなどうなずく点もあり、大人っぽい秋色も

期待していたが、春色がパーソナルカラーとなった。カ

ラフルで透明感のあるビタミンカラーがお似合いですと

薦められてもちんちくりんなおじさんは戸惑うばかりで

ある。パーソナルカラーメンズ用に従って明るいベージ

ュのスーツ、オレンジピンクのシャツ、水玉のネクタイ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

「緑と環境を守るために」 

サステナブル・アカデミー・ジャパン代表下重喜代氏 

◎どうして自然を守らないといけ

ないか？ 

地球 46 億年の歴史の中、過去 5

回の自然現象による危機があった。

今、人間の自然破壊による6回目の

危機を迎えている。 

自然体験の多い子供は、道徳観・正義感に優れている

が、木の実や野草を採ったことや、身長より高い木に登

ったこと、蝶やトンボを捕まえたことがある子供の比率

が、1984 年に比べ 2004 年では半減している。人間も社

会も、自然なしでは存在できない。自然がなくなると心

身に様々な問題が発生する自然欠乏障害に対して、米国

ではその対策として「すべての子供達を野外に出そう」

という法案が成立し、2009年に学校教育に野外学習が導

入された。 

太陽・水・大気・生物・無生物などが関係しあって生 

短めのパーマで皆を驚かす勇気はないが、もっと自由に

冒険して生き生きと健康的に自分を変えていきたい。 

◇神谷真一会員：専門の先生をお招きした「お洒落教室」

は、女性会員の発案？もっと男性会員にお洒落をしても

らって、定例会を楽しく、との思いがあってか･･･｡今回

は、四季を通じた色彩の中より好みの色から占い師のご

とき答えを出していくように思えた。勇気を出して私も

試験台に座った。まず眼鏡を外し鏡に写った自分の顔の

皺の多さに仰天、声をこらえて一時の我慢をした。私の

好みの緑系と茶系は春と秋色で、服装に現れていた。 

◇増山敏夫会員：好きな茶系のラフ

スタイルで参加した。講師の先生から、

「貴方は、お顔の色からブルー系の方

が似合う」との講評。想定外！一度も

着たことないコンビネーションだっ

た。この年になってまたお洒落の楽しみが増えた。身だ

しなみに無感心な年寄りにはなりたくない。女房に「不

潔ったらしい！」と言われるだけである･･･これは自戒。 

次の定例会が楽しみである。(文責 小西加葉子会員) 

 

 

態系が形成されている。光合成によって植物が出す酸素

なくして動物は生きていけない。自然界の物質はすべて

循環していて、姿・形を変えているだけ。循環(生分解)

しないもの(DDT・ダイオキシン・PCB・フロン・その他化

学物質・放射性物質など)は危険である。日本は単位面積

当たりの農薬の使用量が世界で一番多い。特に、ネオニ

コチノイドという農薬は問題である。 

◎生物多様性とは、生き物の「賑わい」。 

ちがいとつながりが重要である。 

①生態系の多様性：いろいろな自然(山林・河川・湿原・

砂浜・サンゴ礁など) ②種の多様性：いろいろな生き物

(微生物から動植物) ③遺伝子の多様性：いろいろな個性

(同じ種でも色・形・模様・生態など) 

自然の恵みは食料・水・木材・繊維・燃料などの提供、

大気・気候・水・土壌などの調節、美しさから得られる

文化、光合成や土壌形成・水の循環などの基盤である。 

◎多摩市は河川、丘陵、畑地と多様な自然に恵まれてい

るが、都市化・宅地化が進むにつれて貴重な生物の生息

地が激減している。 

自然を保全し、持続可能な社会にするために、好奇心

を持って身近な自然をよく観察し、子供達への環境教育

に力を注ぎ、グリーンコンシューマーとなって自然を大

切にする日本の伝統文化を守っていかなければならない。 

(文責 吉岡喜久恵会員) 

◇◇◇   講 話   ◇◇◇ 

1.多摩における生物多様性保全：絶滅危惧種や、希少

生物の保護など日頃の観察の心得や学習態度。 

2.超高齢者でも継続活動できるテーマ。 

について、スライドを使った分かりやすい講話を伺う

ことができた。以下はその要旨です。 

 

3月6日の昼食会後にパーソナルカ

ラーリストの吉田理子先生から、パ

ーソナルカラーコミュニケーション

でのお洒落指導の後、倉賀野・神谷・

増山の各会員が具体的にアドバイス

を受けた。3名から感想文を寄せてい

ただいた。以下はその内容です。 
吉田理子先生 



◇◇◇  委員会活動  ◇◇◇ 
 

４ 

 

◇◇◇   サークル活動   ◇◇◇ 

1.工場見学「森永乳業」と昭和記念公園散策 

          森川静子会員 

 4 月 5 日(金)森永乳業㈱東京多摩工場の見学と昭和記

念公園の花見散策に行って来ました。 

多摩モノレール桜街道駅に集合し、森永乳業の工場、

戦災に遭った変電所跡、その後玉川上水に沿って歩き、

昭和記念公園に向うというのが今回の見学とウォーキン

グを兼ねたコースでした。参加者19名(内女性3名）。 

森永工場では、ビヒダスヨーグルトをいただきながら、

工場の概要を聞き、その後小学校の理科の実験の如き少

量のチーズ作りを体験、皆で少しずつ試食しました。 

“チーズ作り体験があるよ”

との前触れに、もっと沢山の

チーズをいただけると期待し

ていた私にとっては、非常に

がっかり。しかし工場内は自

動化の進んだ先端の装置産業

という感じで清潔そのもの、

大変良い印象を受けました。 

工場見学の後、玉川上水に沿

って、昭和記念公園に向けて 

歩き始めました。途中、10名の方が残堀川経由を諦め、

近道経由で昭和記念公園に向かいましたが、私を含め 9

名(女性は3名とも）の残堀川経由組は元気で、特に米寿

を迎えた永島さんの健脚ぶりには大変驚かされました。

また、嬉しかったことに、残堀川沿いの満開の桜を満喫

することができました。 

昭和記念公園には午後 1 時に到着。なんと森永工場を

出てから1時間10分が経過していました。昼食をいただ

いてから近道組と合流し、公園内を散策。 

 

  

1.料理サークル         倉賀野武士会員 

 料理サークルの例会を3月25日(月)の午前中に10名

の参加者を得て、ヴィータ 7F の調理室で開催した。時

間の制約もあり、簡易でヘルシーな男の料理をテーマに、

四つのメニューに挑戦した。 

レシピは「納豆トマトパスタ」「豆腐とほうれん草の

うま煮」「菜の花のナムル」「フルーツヨーグルト」を用

意した。和・洋・韓の多国籍風となったが、皆さん慣れ

ない手付で奮闘した。スパゲッティと納豆の意外な組み 

合わせや、とろみの付いたほうれん草、珍しい菜の花の

ナムルもおいしく出来上がり、楽しく試食した。 

玉ねぎの簡単なみじん切りのコツ、ほうれん草の上手

な茹で方、菜の花の均一な蒸し茹で等、今回習得された

高度な(?)テクニックは、是非家庭で復習されたい。 

反省点として、この調理室にはコンロと流し台が二組 

 

お花畑に咲く色とりど

りの満開のポピーが風

に揺れ、とてもきれい

でした。また、チュー

リップの庭園も素晴ら

しかった。 

とは言っても、二万歩 

を超える歩きで、普段

歩き慣れてない私にとっては、とても疲れた一日でした。 

2.出前教室｢そろばん」雑感      古澤靖雄会員  

例年、桜の開花予報を耳に

する頃「出前そろばん教室」

もスタートとなる。インフル

エンザで学級閉鎖となる時期

でもあるが、今年は異常天気

で何処へ飛ばされてしまった

のか子供たちはみんな元気に

私たちを迎えてくれた。 

今年は 2校（東愛宕小、多摩第 2小）へお邪魔をした。

なかでも多摩第 2小は、市内屈指のマンモス校である。 

私たちは 1年ごとに歳を取るが、対象となる子供たち

は常に 9歳の弾けんばかりの元気さである。学校生活 3

年目となると、あどけない子供ムードから一部の子はお

兄ちゃん、お姉ちゃんらしい雰囲気を漂わしつつ、言葉

遣いや表現など意識した行動が見え隠れする。そういう

一面も愛おしく思える子供たちでした。 

授業終了後子供たちと一緒に給食をいただいた企画

は如何だっただろうか？ 授業時間とは打って変わって、

興味津津の顔で私たちをエスコートしてくれた子供た

ち、お互い有意義なひと時であった。 

 

 

しか無く、使い勝手が悪かったこと、レシピ通りの材料 

では量が多過ぎたこと等があげられる。また、無断欠席

の人が居て、一人分の食材費を追加徴収せざるを得なく

なり、直前に出欠の確認をする必要もあった。 

次回は、中村会長に酒のつまみ等をメニューとして担

当して頂くこととなり、使い勝手の良い調理場を捜し、

秋頃の開催を予定しております。 

御指導いただ

いた滝川会員並

びに大量の食材

の買い出しや運

搬など、多大の

ご協力をいただ

いた瀬尾会員に

感謝致します。 

 

森永乳業㈱ 

東京多摩工場を背景に 

 

熱血教師ぶり 

 

ポピーに囲まれて(昭和記念公園) 

 

試食中のメンバー 
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2.グルメサークル           滝川益男会員 

 今回の「グルメサークル」は、東京下町は根津へ繰り出

しての「貝づくし夕食会」。啓蟄も過ぎた3月14日（木）

の春宵、稲田、大澤、岡野、神谷、北村、関根、滝川（道）、

登坂、永島、中村、平田、阪東、増山の各会員に筆者を加

えた 14 名が参加して、地下鉄根津駅近くの貝料理店「か

き慎」で開催した。この店は、夏目漱石の通称「猫の家」

や東大本郷キャンパスからほど近くにある。東大の教職員

などもよく利用するこぢんまりとした上品な店で、駅から

は徒歩3分ほど。だが、わが多摩市からは小田急乗り入れ

でも約1時間の遠路であった。 

さてビールで乾杯のあと、コースメニューの最初に出て

きたのが、赤貝やミル貝などの刺身。キラキラ光る新鮮な

赤貝を一目見た女性会員が「まあ、美味しそう」と歓声を

あげる。ここから新潟の銘酒「お福正宗」を酌み交わして 

 

 

 

1．「文団連40周年記念」       堀内陽二会員 

多摩市文化団体連合会(文団連）は、

昭和47 年度の設立で昨年度40 周年

を迎えました。一昨年は多摩市市政

施行40周年記念の年でしたから、文

団連は多摩市と略同じ40年の歴史を

共に歩んで来たと思います。 

そこで一つの節目の締めくくりと

して本年2月23＆24日両日に亘り関

戸公民館にて各団体一堂に会し、記 

念式典及び特別記念講演・記念展を開催しました。 

阿部市長・折戸議長・清水教育長はじめ多くの方々のご

臨席を賜り、無事盛大な催しを執り行うことができました。 

（堀内会員は多摩市文化団体連合理事長として活躍中） 

2. 多摩桜プロジェクトについて   倉賀野武士会員 

日本の国花であり、多摩市の市花

である桜は、万葉集をはじめ古今・

新古今和歌などにも数多く歌われて

いるように、日本文化とのつながり

において長い歴史を持っています。 

文化文政の時代、多摩に 350 本の

山桜が植樹され「桜馬場」が造られ

て以降、江戸・明治・昭和初期に至 

るまで多摩丘陵は桜の名所と知られ、高貴な人々のカント

リーサイドの役割を果たしてきました。「聖蹟桜ヶ丘」の

地名はその歴史と伝統を継承したものです。 

多摩桜プロジェクトは多摩商工会議所が中心となって

平成20年 2月に花と桜文化のエコ・コミュニティ多摩の

創造を目標に発足しました。その活動の一環として宇宙

(そら)桜の植樹があります。平成20年に打ち上げられた 

 

の歓談となり、やがて店を占領してしまったような喧騒と

なり、一同、年に似合わぬ健啖家ぶりを発揮していった。 

 ホッキ貝やつくねの「串焼き」、ハマグリやホタテの「地

獄焼き」を次々と平ら 

げ、貝類が一杯詰まった

「茶碗蒸し」を征服。や

がてアサリ一杯の「深川

飯」で仕上げをした頃に

は、全員さすがに満腹の

体であった。帰り際、阪

東会員から「美味しかっ

たわ、また来るわ」との 

嬉しい評価。「空腹は最高の調味料」という。当クラブの会

員はいつも空腹なのだろうか、幾つになっても食欲旺盛の

ようである。 

 

 

 

スペースシャトル・エンデバー号が日本の桜の種を搭載し 

て宇宙に出発し、宇宙ステーション内にある日本の「きぼ

う」に移され、8ヶ月半宇宙に滞在し、若田飛行士ととも

に帰ってきました。この宇宙から帰った種を蒔き、そして

芽吹き、立派な若木として育ったのが「宇宙桜」です。 

これらの種は、北は旭川から南は沖縄まで日本全国 14

ヶ所の桜の種を市民と子供たちが採取したもので、この内、

岡山県真庭市の醍醐桜、高知県佐川町の稚木の桜、高知県

仁淀川のひょうたん桜、福島県三春町の滝桜の苗が多摩市

に寄贈され、都立桜ヶ丘公園内の4ヶ所に植えられ3月3

日に植樹式を行いました。散歩の折に探してみてください。 

（倉賀野会員は「多摩桜人の会」で活躍中） 

3.多摩ダンディーズ演奏会      中村昭夫会員 

多摩男声合唱団のメンバーによる男声カルテット「多摩

ダンディーズ」は結成 6 年を経過。主に 30～50 年前の歌

謡曲を中心に独自の編曲を行い、高齢者施設や各団体から

の招待など各所でコンサートを行っている。12月1日つむ

ぎ館、2月3日ひじり館で各館の主催によるサロン・コン

サートに出演。ダンディーズの演奏だけでなく「みんなで

歌おう」コーナーを設けて観衆の人たちとの合唱も行った。 

つむぎ館ではダンディーズ単独のコンサートで約 50 人

の観衆。ひじり館では各コンテストで優秀賞やグランプリ 

を確保しているアルビ 

レオとのジョイント・ 

コンサートであったこ

とから約 120 人もの観

衆が集まった。また当日

は節分の日でもあった

ため演奏者が豆まきを

し、大いに盛り上がった。 

 
 

◇◇◇ サークル活動（つづき）◇◇◇ 

 

 

 

多摩ダンディーズの皆さん 

（右端が中村会員） 

 

 

 

「貝づくし」を堪能した面  々

◇◇◇ 会員の活動 ◇◇◇ 
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「孫の世話」               古澤靖雄会員 

長時間運転の末、やっと着いた新居のマンション前、お

もむろにドアーを開け深呼吸「空気がうまい！」この一声

から多摩の住民となった。あれは13年前の夏の夕暮れ、う

るさいほどに蝉が鳴いていた。所帯をもって公私を含め12

回目の転居だ。 

翌朝引越しで痛めた腰を庇いつつ従来にならって、近隣

を早く知るため散策に出掛けてみた。 

緑深く蝉の鳴き声もそれは想像外で、人を思いやる遊歩

道とやらが広々とした住宅街の中を通っている、当然自動

車の影はないが自転車は見ることがあった。 

転居早々散策中に声を掛けてくれた人とのご縁でコミュ

ニティセンター(以下コミセン）に出入りすることとなった。

若手のホープとおだてられ世話好きもあって楽しませても

らっている。市内 7 箇所のコミセンの存在は近隣の人同士

コミュニティを図ることを目的にしているようだ。 

今もって出会い時の顔、顔、顔の面々であって、若手の

レッテルを剥がす

ことができない。

一体、団塊の世代

の人達はどこへ行

ってしまったの

か？ 

4 階の窓からは、

写真のような富士

山が真正面に見え 

る。ある時は富士

山の真裏に太陽が沈む一瞬、俗にいうダイヤモンド富士と

称する姿を拝むことができた。翌日の朝刊にも載ってい

た。 

全国各地を転居したが、それなりに良いところがあった。

水と日本酒と瀬戸内で獲れた小魚が美味しかった広島、水 

と牛肉と魚類が美味しかった四日市が印象として残ってい

る。しかし、住宅と自然界のマッチングした所は多摩市以

外記憶が無い。 

「多摩ニュータウン」は耳にしたことはあったが、自分

の足で散策してみると、確かに山・谷が多く小橋も散見さ

れ、お年寄りには、大変な生活であろうと思う。開発され

た当時は入居された皆が若かったので、5階の建物も、エレ

ベーターなしも何ら問題視されなかったのでは……。 

戸建の家々は庭も広く、個性あるガーデニングで競い合

いながら、年々より美しく花を咲かせ、見る人を和まして

くれる。 

課題が無いわけではない。高齢化対策、子育ての環境整

備は急務を要する。緑が多い分、維持管理費が嵩む問題な

どがあるが、解決の一策として、元気な高齢者にもっと汗

を流してもらう政策を模索したらどうであろう？ 

孫を世話する理由で当ニュータウンの多摩市民となった

が、5 年の約束でソウル生活をしていた孫達が先日タイ・

バンコクへ転居し目標を見失ってしまった。今後はご当地

でお世話になる身、元気でいられるうちはお世話をするこ

とで汗を流そう。 

 

 

いつの間にか桜は散り青々となる。夏も近い。 

久し振りに伊豆

を旅してきた。車

窓から眺める新緑

の山々、のたりの

たりの春の海は、

絵にしたい風景の

連続である。これ

を肴にビールを飲

み、春を満喫した。

――春は楽しい。

（岡野一馬会員記） 

◇◇◇  編集後記  ◇◇◇ 

 

◇◇◇  私のニュータウン  ◇◇◇ 

 

◇◇◇東京多摩プロバスソング◇◇◇ 

  

作詞  池田 寛 

作曲  中村 昭夫 

 

聖の桜仰ぎつつ  多摩の流れに身を清めて 

緑の杜に囲まれた  我が故郷の行く末と 

社会奉仕に力をそそぐ 

集う我等プロバスクラブ 

プロバス  プロバス  多摩プロバスクラブ 

 

霊峰富士を仰ぎつつ  心の業を磨き合い 

豊かな知識身につけて  次の世代の若人の 

教え導く糧となる 

集う我等プロバスクラブ 

プロバス  プロバス  多摩プロバスクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市からのダイアモンド富士 

(2013.1.30.に撮影) 

◆◆訂正のお願い◆◆ 

既発行の本紙第47号5ページ左段下から18行目；誤:

箸⇒正：蓋、同ページ右段1行目；誤:箸⇒正：蓋、同2

行目；誤：竹の⇒正：竹の文様、6ページ右段写真直下

の本文とキャプションの重なりで本文；丹沢山系越し

の・・・・その計⇒丹沢山系越しの雪富士を撮った秀作

でその計、と謹んで訂正させて頂きます。 

 

真鶴港東 

（筆者のスケッチブックより） 
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